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御礼状 

 

NPO 法人ぱそこんどーじょー様 

会員 皆様 

自立援助ホーム湘南つばさの家 

ホーム長 前川礼彦 

 

謹啓、猛暑の日々も段々と落ち着き、過ごしやすい気候に変わってまいりま

した。 

皆様におかれましては、益々ご盛栄のこととお慶び申し上げます。 

今年も貴重なご寄付を頂戴いたしまして、誠にありがとうございました。会

員皆様の温かいお気持ちに大変心支えられる思いでございます。 

 さて頂いたご寄付は、家庭で生活できずに若くして社会的自立を強いられる

少年たちの「自立援助基金」に活用させて頂きたいと思います。 

親の経済的貧困状態や心身の疾患、何らかの不適切な養育環境で育った児童

は、彼らのせいではなく、将来の可能性も狭められてしまいます。本来であれ

ば、高校生年齢の彼らはある程度家庭の保護の中、学生生活や青春時代を謳歌

する年ではありますが、1-2 年後に物質的には自らの力で社会で生きていかねば

なりません。学歴は中卒が殆ど。資格もない、親の支援もない。貯蓄も自らの

力で貯めていかねばならない。仕事は時給単価で働きながら、生活費も賄い、

アパート代や資格費用も貯蓄をする。現在は行政の支援も整いつつはあります

が、まだまだ十分には届きません。法制度が届かないところは、社会の皆様と

力を合わせて青年たちを支えていくしかありません。「自立援助基金」はホーム

から退居するときのアパート代の一部、自動車免許等資格取得費用、進学希望

者には学費の一部など、その様な基金として活用させて頂きます。 

彼らのせいではく、何らかの事情で家庭で支えられなければ、社会が変わり

に支えていく。15 年先の社会を支える人材を、今から彼らの可能性を広げるお

手伝いをこうして皆様から頂けることは、私達にとっても大変に心強く、支え

を頂きます。 

この度のご寄付は以下の様に配分させて頂きました。ありがとうございます。

皆様からの温かいお気持ちは、必ず少年たちに受け継がれていくと信じていま

す。どうか今後ともお力添えを頂けましたら幸いです。 

末筆ながら、皆さまのご活動のご発展をお祈り申し上げております。 

謹白 



 

ご寄付配分報告 

A 君 自動車免許取得費用の一部 50,000 円 

B 君 アパート退居の契約金の一部 50,000 円 

 大学等進学入学金積立 100,000 円 

 


